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警手早升
| !本 "||キ 寺 !|'4学

脇 融 は 闘 年から,知こわた文 明治大学の期 初車先■

|||と 小林二郎先生を中心とした明治大学考古学専攻の調奈団によってた掘調介され、特殊な二

重の箱式石棺と大量の埴輪が出 Lした市ⅢH十代後用にHl杷)に染造されたと考えられている占

墳で汽 埴輪は大型かつ多形で、門求を代表する■lHのひとつとして宍Hられています 近年り1

治大学博物館が行った再4“理の結果、棋座り方式の来馬の存在を示す馬や柱付の家、特VINな

線刻を施した円筒埴輪などの十在が即Jらかとなり、まさに「1:Jのよ直姉ともいえる阜富な内容を

もつことが分かってきました.ま た、周辺の古墳のrHH査により、万i琢占壇のlEI愉は前代の市独

とは大きさ、製作の方法とも全く異なる革命的ともいえる存在であることがわかってきました.

の てられた当時の位

置から検出された。

の調査と埴輪

玉里舟塚1叶墳は小美工市上工里に1立付し、ヨヶ浦北岸の標高24m前後の台地状に架かれた企長約 72mの前方後円墳でキ 調査の結

果、後口l部強頂にメ叫 施設があるほか、前方岳「西側には辻り出しがイ「在しました.劇 井品はな念ながら大半が布制されましたが、調査

でLJ具 武器 武具 装1行品が検出されたほか、格llL時に持ち|liされたとされる資料が次城県立府史角1に収lB4されていまi埴 愉は快丘

やブq側の川の中から大量に児つかり、中にはほぼ元の位置を保った状態のものも発見されました。円筒lL輸は85cm程度の大型ものが主

体で、ほぼ合てが6本の状方向の条(突村)をもつスタイルで統 され、きわめて規格性の高いものです 最上部がrtlのような形をした制

顔形 【1筒狛輸は120cmを超えるものもあり、毎ヶ浦北岸地域の前の世代の1“輪と比べると作近い大きさのもので、円筒埴輪とあわせ約

許歩古墳の埴輪群―

全高 lmを こえる入母屋造りの埴輪
聖面には関東4与有の横木表現が見られる。発見時には 言

赤 白 の色彩が確認てきたという。明治大学博物館蔵

650本が占娘の十」阿を巡っていたと考

えられています. さらに注||されたの

は人物や家などの形象拒愉で、造り出

し付近で隼中して見つかりました,調

査tiに明治大学に寄H曽されていた人

l」庄造りの家形lHl■は103o■で、関東

でも打11常の大きさでキ 千本や呼l~木

が表現された 1:の住まいにふさわしい

立7Rな建物を表現しています このほ

か、武人と対ス女、i冠 をかぶり叔(欠

を入れる武典)を背負う男、店持ちな

どの人物Ⅲ愉の存在が知|られ、上半

身と下■身を分離して製作する特殊な

,支法や、t」れ長の日と高い単の表IFuな

ど端1にな顔の造形を行っている点など

カギ十日され、‖141uを研究する上で重要

な資料として全国的に知られてきまし

た。 しかし、コンテナ約200権i分の加

輸|十の復元が剖d査以来成されたままと

なっており、lHI輪祭折巳やナ也城史をり1ら

かにするliで欠くことのできない資料

として、その実態の解明が長らく期待

されていたのでキ

玉里舟塚古墳の円筒埴輸

突帯は通常 2～ 5本 が主流だが 全 て6本 で統一

され 大 型である。外側をハケ 内 面を指でなでて

仕上げる点も共通。明治大学博物館蔵
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幅子をか本る男子

切れ長の日と高い,が 玉里舟塚古墳の人

物埴輪の特徴。明治大学博物策蔵

横座り方式の乗馬を示す馬形埴輪

右側の様に足を置く板が付く。明治大学博物館蔵

茨城県立麻史館の協力を得て行った再

整理の結果、様々な埴輪の作れが明らか

になりましたⅢまず特筆されるのが馬形埴

輪で抗 少なくとも3個体以上あり、うち

2個体は4F4H4り方向の乗ヽ方式を示す横

板を鞍に取り付けていることが神1明しまし

たcこ うした例は全国でもわずかで、完全

に復元できたものは非常に貴丘で坑 この

ほか、 家形1に申命はさらrこ21引体あり、 うち

1個体は円社のみで屋根を支える高床のよ

うな珍しい構造であることが分かりました。

人物埴輪では幅子を被る男子や顔に彩色

を施す男子、武具を表現した下H4身などが

加わりました。また、まわしを表現した人

物年 半身が復元され、力士埴4愉の存在が明確になりました。加えて、複数の女子の髯や鷹匠の鷹の部分と思われる鳥形上製品などから、

武人偏重ではない多彩な人物殖輪群であることがり1らかになってきました。さらに、今回で昨一の棒状の武器を構える武人埴輪として著

名な「槍を持つ武人」が持っていたと思われる武器形i製 品が、刃を多面体で表現した鉾であることが確認されました。鈴は数ある古墳

の副葬武器のⅢでも希少で、象徴的な意味合いを感じさせる武器ですが、本例によってさらにその特殊性が裏付けられたといえま坑 こ

のほか、円筒埴輸でもこれまで知られていなかった「XJ印 の記号をもつものや、斜格子の文様をもつものなど、製作集団の解明につな

がる可能性のある資料が復元されていま坑

舟塚古墳の被葬者像

埋葬施設の調査では、ガラス小玉、銀製空玉、細かな文様が施された銀製土頂人ブJ柄頭hヽ

鉄鉄、金銅製の縁金を持った票漆塗の鞍、よろいの部品などが確認されていま坑 また、次城

県立歴史館所蔵の伝玉里舟塚古墳出土資料には、金銅装双龍環」rl大刀や銀装大刀、複数の

大刀や大量の鉄鉄のほか、LJ果、金鋼製の装飾品などがあり、相
Wlな
副葬品を有していたこと

をうかがわせま汽 被葬者である玉里舟塚の主は、家革な副井品をfrち、なおかつ先端の埴輪

祭予巳と高度な技術で生産されたlF輪を大量にlRlえることができた営ヶ浦北岸に君臨した人物であ

るとにヽえま丸

今回の展示では、明治大学博物館と茨城県立歴史館と小美玉市 1こ里史料館、古墳の所有者

である山内氏宅に分散収蔵されている埴輪群及ぴ伝玉里舟塚古墳資料も合めた副葬品など計約

400点にも及ぶ膨大な資料を初めて 堂に集め、餃ヶ浦北岸に君臨した「王Jの実像に迫りま抗

伝玉里舟塚古横出上の金銅芸双出環頭。茨城県

立歴史館蔵

P H 8■E●L J H工 庸 配 乱 ク脱 洲 隅 王 の 埴 輪
一
玉 里 舟 塚 古 墳 の 埴 輪 推

■主催 :明治大学博物館 ・明治大学考古学専攻          ■ 後援 :茨城県立歴史館 。小美玉市教育委員会

■会期 :2010年 10月 9日 (土)～ 12月 12日 (日)会期中無休   ■ 会場 :明治大学博物館特別展示室

■開場時間 :10,00～ 17,00(入場は 16,30ま で)

■入場料 :300円 (明治大学学生 教 職員 。高校生以下の生徒児童 ・明治大学カード会員、リバティ `アカデミー会員 ・明治大学博物館

友の会会員 ・愛の手帳 ・身体障害者手帳をお持ちの方は身分証 ・会員証 ・手帳の提示で無料)

お問い合わせ :博物館事務室 0伊 32964448
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◆公開講座
明治大学リパティ・アカデミー、明治大学博物館主催 第 48回 考古学ゼミナール

「二 里舟 塚古 墳か ら見 た古 墳 時代 の二権 」

講座概要:博物篤特別展「この埴輪一玉里舟塚古墳の埴輸群―」開催に関連して、今回明らかになった茨城県小美玉市玉里舟塚古墳の

実像と、そこから描き出される古墳時代の二権の姿について考えますt玉 里舟塚古墳は、赤色顔料によって内部を真っ赤に彩られた特殊

な二重の箱式石棺をもち、 さらに墳丘には前代の製作技術をはるかに超えた大量かつ精美なつくりの埴輪を並べていました。再整理の

結果、これまで知られていた以上に豊富な内容の埴輪群であることが明らかとなり、加えて周辺の古墳の調査の進展により、玉里舟塚

古墳の埴輪ほ前代と一線を画す革命的な変化をもたらした存在であったことも分かり始めました。その背景には、近畿との政治的な関係

も推測されま抗 今回の講座では、埋葬施設と副葬品の検討も交えながら、埴輪の全容と地域での展開、大二墓の埴輪との比較を通じ、

玉里舟塚古墳の被葬者像と政治的な位置付けについて探りま抗

■回 数 :全 5回 (毎週金曜日18:00開催)

■受議料:すべてを受講して5,500円 定 員:200名

● 10月8日 第 1講 大 塚初重(明治大学名誉教授)

「工里舟塚古墳の調査と埋葬施設」

※開幕記念講演を兼ねるため、初回のみ14:00～16:00

010月 15日 第 2議 忽刃F敬三(明治大学博物館学芸員)

「よみがえる工里舟塚古墳の埴輸」

●10月22日 第 3講 本 田信之(小美玉市玉里史料館学芸員)

「霞ヶ浦北部の古墳と埴輪」

●10月29日 第 4講 高橋克壽(花園大学文学部准教授)

「大三墓の埴輪と玉里舟塚古墳の埴輪」

●11月5日 第 5議 佐 木々憲―(明治大学文学部教授)

「工里舟塚古墳のく工>とは一古墳時代後期における工里

舟塚古墳の位置づけ一」

公開講座についての詳細は、明治大学リバティ・アカデミー事務局

(03-3296-4423)までお問い合わせください。

玉里舟塚古墳の後円部埋葬施設

「はにわって何だろう

特別展開催にあわせ、実際の埴輪の洗浄体験などを通して埴輪とは何か

を学びま坑

■日時:2010年 11月3日(水・祝)1400～ 15:30 参 加費無料

■対象:小学校 3年生～ 6年生 (原則として、保護者と児童のペアで参加)

■定員:8組程度(最大 16名まで)

10月9日募集開始 ※ 定員に達し次第締め切ります

詳細は、博物館事務室(03‐3296‐4448)ま でお問い合わせください。

西側くびれ部円筒埴輪列の出二状況

USEU胤



物
回
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南山大学人類学博物館との間で相互交流の協定書を調印
博賜館日ュ■ス

ムる3用29H、南11大学人狐学博物値との間で、Ⅲ米交流に対する陽定書のJrl口1式をおこないました。近年、さまざまな分
野で大学問交流が略んになっています力X印1治大学では、中京日の大学とのPrllに交流を進めようという戦略があり、その

環として実現したのが今同の脇定締結で,、

考まf学は明泊大学の看版の つ ですが、東海地区においてその名をtUられるのが名|やE「Fの市山大学で克 そして何よ

りも、同館の運営を担っているのが、明治大学考古十博4勿館学芸員であった人文学部の黒沢活推教授というながありまし

たc rl館は、考古遺物以外にも人類学■l係の資料や昭和戦後期の生活資料などを14蔵してぉり、を占学を通して共通の||
線に立つと同十時に、それ以外の分野においても新たな展開が生まれるのではないかと期待されます 初年度におけるその第
一弾は、学術シンポジウムの開||(14,〔参Hf)として実IFLしましたが、来年度以降の 1業として交換展覧会の開ltFなども企

画中でチ

新生 :明治大学黒耀石研究センター
博物鶴日ュ■ス

長野県長和J町に設置されている共曜イ打汗究セン

ターは、文下1省学術フロンティアイ■進Ⅲ米 「イi器

時代における只ttE石採ll■釘ilのlf究J(研究Hll削:

2000年～2004年度)に より建設された日本唯 の

黒岬石とイ「器時代の研究施設です.2005年度から

は、博17J館分館としてfr動してきましたが、2010

年4月より新たに明治大学何「究 角IHl戦略機構1寸

属研究施設に位置づけられました.合 わせて、セ

ンター長、副センター長、センター典からなる1)F

究組織が活動を始めています.セ ンター長には小

野H召特任教授、高1センター長には会円進各員教授

が吉任されました.新 生した只曜石"F究センター

では、中卜1 韓回 ロ シアの黒解有W究 機関 lT

究者とのネットワーク柑架をはじめ、黒肥イiを含

む 「ヒトー資源環境系J IT究を推進する拠点何十究などが計画されています.黒 煙石rT究センターの今後の活SIJにご
Hll待ください,

博財館日ュ■ス
7月30日(金)から9月12日(日)までの45日間にわたってP・Fl催された企画展 「市よ[を追って一|“場辛治瓦コレクション
ー」は、開幕前日の前場手治氏による開催記念前波会を皮切りに、8月30H(月)に行なった山路正充氏(市立市川を占
博物館学去員)によるギャラリートークを行ない、合言13860名の来場をを迎えて仔評のうちに閉革しました。今同の

企画収では、今年2月に前場氏からり]治大学に奇贈された考「ヤ資料5400点、関連書待1100‖|のうち大半を占める古代
から現代までの瓦を展示しました,文 字瓦、金箔瓦、鬼lじなど日本の歴史に大きく関わった貴重な資本卜は来館青の関
心をひき、中でも展示室中央の 除 大きい金JR文庫の鬼五は多くの人が見人っていました。明治大キ博物館と明治大
学古代学研究所が明らかにする新たな歴史探訪の展示は、意義深いものとなりましたぃ

企画展

「古瓦を追つて一前場幸治瓦コレクションー」開催しました。

八ヶ岳山中に眠る冷山 (つめたやま)の 巨大黒耀石露頭 (2010年 3月9日踏査)

展示宣風景 全沢文庫の鬼瓦
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磯 惨   職 9島ぞ

政 権訴法学部教授
・明治大学ことわざ学研究所代表)

1、縁は異なもの

ことわざは、人の営みによって磨かれた

ことばである。歯切れよく短縮されたこと

わぎには、暮らしという活動に育まれた言

霊が宿っている。この意味において、「時

田昌瑞ことわざコレクションJは 、人の息

遣いを視覚に訴え、(生活とは生布して活

動することである〉という、ことわぎの精

神性と身体性を呼び戻してくれる、貴重

な展示会であった。

『時田昌瑞ことわざコレクション日録』
(1)

に見る寄稿文のタイトルrこは、「収集品を

嫁入りさせてJと ある。森洋子明治大学

名誉教授と筆者が仲人役を果たせたのも、

時FH氏と共に「明治大学ことわぎ学研究

FI J「日本ことわざ文化学会」で研究 普

及活動を行ってきたご縁による。

2、温故知新

江戸時代の面白い絵の史料に出会った

時田氏は、ことわぎには祝党としての側

面があることrこ気づいた、と言う。そして

克集したカルタ、焼き物 織物 彫刻 鈴

造 17Jを手掛かりに、ことわざは「17音

の俳句より短い言い回し4森 羅万象を

言い表してしまう言語芸術であるJと 述べ、

以下のような見f14を示している。この見解

により、偏って理解されてきたことわぎの

本性が、 日の目を見ることとなったことは

注日に値する。

①ことわざは必ずしも教訓の言葉ではな

い。むし/D反倫理的なものすらある。

②個々のことわざが古くからず一っと統い

ているものではない。

①現代生まれのことわざも稀ではなく、こ

とわざは今も新たに生まれている。

④ことわざは言語の領域にとどまら拭 視

党化された文化だった。

③ことわざは庶民だけが使うものではなく、

◆

いろはカルタ
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貴族などL流階級も川いていたJ

①ことわざは決まった形では承せす 形

は長くなったり短くなったり、表現 意

味の変化もともなう(生き物〉だという

ことゼ|

3、 負うたFに教えられて浅瀬を滋る

ことわざは、諺、言業 (ことばと出来

事)、事業(しわざ しごと)と も表rjTLされる。

このことから、言と事は同源で、人はこと

ばで考えるだけではなく、行動しながら考

えるなど、 こ とわざには動詞としての主体

性が存在することが示唆される.

ポラエーは、「知的であろうと実践的で

あろうと、外界についての我々のすべての

知識にとって、その究柾的な栄には我々

の身体である.(略 )我 々がri分の身体を

外界の手物としてではなく、我々の身体

として感じるのは、このように我々の身体

を知る知的な活動の装置として用いるこ

とによるのであるJ(コと言う。

伝承ことわざに向けた関心の希薄化や

理解力のllRド現象は、身をもって経験す

る生活実感の不足がその誘内となってい

る。アクチュアリティのないところにリアリ

ティが生まれないのは無難からぬことであ

って、ここに「制作ことわ割 の存在意義

を見出すことができる。

創作ことわざとは、柳H llllり)の 「子供

も諺をつくること」という諺研究カードに

触たされた庄司和比氏の造語である,り1

治大学では200911から学部門共通総合

lillに「ことわざ学人IⅢ」 を独立させ、「81

“ことわ剖 の時‖1も組み込んできた.)そ

こに見る学生の (ことわざ地口)や (こと

わざ物語〉といった,1作品からrよ、Pは解

するというレベルを超えた、メタ認角1カが

伝わってくるのはタキしい限りである。

これは「瓢筆からWJJとも思える(は1)

であった。目を凝らせば、「にとわざ』ク)

万t共は、のちの人によって考えられている

ように、ある種のj iir作[i[1そのものをさし

たのではなく、その「11ri作品を制作する

行為、あるいはその1訴ri作品を用いてお

こなう行ん(略)を さしたのであるJ4と

いう、(地)が 存イtしていたことに気づか

されたのであるt

ことわざは記憶するもの、という呪糾

から解放されたキltのレポートrこは、辞,li

をけいたとしか思えない、ヤ及度の低い

ことわざも散見されたJ ここに(ことオ〕ざ

教行は有J作から〉という逆転の発想が′L

まれたが、それはまヨこ「負うた子に教え

られて浅rTrrを渡るJであったコ伝承ことわ

さと命1作ことわさは、れけ先的存在である

ことが確認できたのであるJ

4、
“
ことわざ
"と
いえば明大

「日本ことわぎ文化学会Jは 、「り1泊人

学ことわぎ学研究,'十Jと 'こ弟姉妹の対係

にある.こ の学会の設立主体その多くが

研究所のメンバーであることから、事務局

を明治大学に置き、月例研究会や講演な

どの開性を統けてきた。

来たる111127日 (上)に は陸】口「台校

合で学会大会を開くほか、これに合わせ

た図書もHl版するここのような研究活動

のほか、エコ フ ァースト推進171j議会によ

る「生き4/・lにかかわる『エコとわざ』コン

クールJの 町:修 審 査 講 演、文京区の

市民プロデュース講座を設定するなどの普

及 曹 発活動をとおし、今や
｀
ことわざ
'

といえばりJ治大学、との評価を得ている.

(1)H寺田||】汁帖“夕「け田占F‖ことわざヨレクション日

鎌どり1ヤ、人十はキ館 DH冷大ヤト守物n1 2019

(2)峙Hltr柿惟修 「仔融として打1っておきたいことわ

ざど立′冬“す ,2 2002

( 3 ) Iヽホ ラニー |いヤタA知の次ッCJ 把 ,11J廃苫店

p32  2002

( 4 )金 r i ( 1 1 ,  本の諺J (凹 ) r l 1  11ヽ 1 , p 2 1

1983

瓢堂から駒 中央図書館ギャラリーの様子
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市民レクチャニ

旧藩主 藤家と延岡

史

内
料にみる

内は家の近代史料

性奥磐城平藩および日向延岡態の林 ト

であった内藤家の文書は、り」治大学 中物

館に保作されているJそ の令容は、「lll治

大学所蔵内藤家文書|1録Jに よってオlる

ことができ、また調査結果にもとづく研究

書として、印」治大学内藤家文書"F究会禍

F話代請の研究‖(八木書店、一九し 1句〕

が刊行されているJ

日市主家史料は、語主が政治権)J者で

あった近世が研究の中心となるのは当然

といえるが、一方で近代史料は米検討

未黎理のケースが多い.と はいえ、近

年は文書整理の進展、史ll公開の促進、

白治体史編集に114う調査の進行により、

1日落i家 の近代史料を素材とした研究が

展開しつつある.

内藤家文書に関しては、幕末 維新則

という近代史の範崎に合まれる時・tqの史

本卜のうち、家史編集参考史料は整理済み

で、市山章作氏 『延岡の父内株政挙公J、

河野弘首 『西南戦争延岡隊戦記J、‖を崎

県史‖などに引丹1されているが、幕末期

の膨大な風説書を含め、まだまだtt究の

余地はなされている.そ うしたなかで、 こ

れまで木整理だった近代史料の整理が

2005年からすすめられ、仮日録の段階で

はあるが、概要が切らかになりつつある.

史料の多くには「家令局Jの IrⅢ入リラベ

ルが貼られており、内藤家の家政竹j早や

実業の展開に関する情報を豊富に合んで

いる.

競後の延llj溝lモ内llA取挙

内藤政挙は、185 2年に掛サ|1落太性l r F r

始の子として生まれた,18 6 2年、内藤

家 世代政技のほぼにともない、人代日の

滞 卜を却対した.政 義は大をとなった汁

1サ1白i,向すの弟で、実家の彦根落井伊家は

このniに「火政Jに より通常1を受けてい

た.延 岡落は、市'L州におけるl l l  の譜

代大名という、非常に特徴的な市だった

が、中央政局にtL出したFI.摩落の様子を

うかがいつつ、禁門の変や第二次和i長の

際に幕府年に参加し、鳥羽」犬兄の戦い

の除にも人販のlr 口を守備し、 時 は

新政府年により征討の対象に取われた,

18 7 1年(明治4)7月 14日、げ[港冊県

が的「行され、1日落 iiは東京に集められる.

政挙も911に L t t fしご匿応義塾に人校

したが、眼病によリダ年に中退している.

しかし、学問に対する情熱は衷えること

はなく、落校を再柿した亮天|卜の拡充を

道じ、 H赫 領における近代教育の圧岡を

主導していくこととなる,18 8 4年、キ族

令により政挙は十爵に叙せられる,そ の

後、188 7年に宰族の地方形住が認めら

れ、189 0年に政挙は延岡に帰那し、以

後は 192 7年(昭Tl 1  2 ) 5月23日rこ逝去

するまで延岡の発展に尽力する.

家令たちの記鉢

今卜|、新しく整理された近代史料のう

ち、根持をなすのは東京と延岡に岳かれ

た内ll‐家の家政機関の間で友わされた文

手をHL針した「家令局往イタJで あるう,

「家令局往復Jは  延 岡の遠山貞 …

川名作成 松サF… 常根高弥などから末

京に送られた「東京文通Jと 、束京の赤

狂‖Ⅲ道 羽田二歳 Ⅲ 町祐そから延岡に

送られた「東京御1サll状J、「東京水状Jか

らなるⅢ時Hl」が最も占い火料は、1878年

認『ィ鉢 引【1封 (文学部教授)

内藤政誉公像 (延同城跡地)

(llj泊11)11月11日からの「東京文道枠J

で、冒頭に西南戦争の冊災者に対して内

藤家が支給した敗助金の配当が記されて

いる,80年には、四市戦争の際に「西郷札J

で上納された作得米があり、再請求は行

わず損失として処F早する方少|が東京に報

告されている。薩軍に協力したZlt岡隊の

戦死音遺妖や服役者家族への助成をホ

すHL録もあり、西市戦争の影響が様々な

かたちで十日市微に残ったことをうかがわせ

る,1881年 (明治 15)1月6日からの「束

京文通Jでは、同年に起きた日延岡lTlk下

の大火が報告され、松方デフレが激化し

た1884年には、「延岡J=族モ困吉二差迫、

二度ノ資モ企カラザルモ大凡七歩通二可

付之候Jとの報告が東京へ送られている.

また、「PH治二 1■年東京状Jは、政挙公
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の延岡杉住に関する記録が豊富に合まれ

て, るヽ. 1885 i々(り1治18)1月 23日から

の 「東京御用状Jrよ、1888年6月時ナ1の

内藤家所得金高がl tl針されているが、 11

族が主体となって,設立された第 |五回立

銀行の純益金と、 l ral山など実米の収

益が高い比重を示しており、内藤家か☆

本家としての米僻を構舞したことをうかが

わせる.こ のように、家令局往復は内は

家の家政や7fr岡の様 rを総合的に把ll■で

きる貴重な史本|であり、今後人念に検1刊

を」Bえていきたい

あわせて、り1治後lr41から昭和初年まで

内藤家を支えた家令小朴乾一郎に関係す

る文書も多数7v Hされており、近代における

十日綜主家の連ヤや、 1離 li会との結びつ

きを考えるうえで、リト常に貴重な研究素IJ

になると思われる

内藤家の事業

内藤政挙は、市'述のような旧落士族の

四吉に加え 思 的"である桁沢諭古の 「|||

港i十日領地に11lIすⅢrしJと ぃぅ議論に

刺激され、政挙は 1890年 (明治 23)に 、

「専ラ家産ノキ米二従 llシ、永遠ノネヲ聞

フシ、旧i誉lf民ノ旅業ヲ堤肋シ、教育ノ

道フ課Jる ことを出!的に延岡に帰郷した

1887年前後に多くの地券が語積され 内

藤家が他のIFl競L家と同様に土地集積を

行ったことがわかるが、 方 で 1894年に

技n市の笠原鷲太郎を‖いて日 F`ttUlのⅢf

業を拡大発lAさせ、 さらに電力事業や林

業にも着手した.鉱 11は鋭i脈の欠乏によ

り19 1 8年 (大‖17 )に は1山したが、電

ブ」部門は 19 3 0 1 1に'し州水力電気と合|ヤ

するまで拡大する こ うした内様家によ

るⅢ業は、19231iに野11避が日本窒末

川L‖「/rT阿工場を冷1米する呼び水になり、

今 |の旭化lJkへととt‖出していくが、得ら

れた収益は書Hlや1生機ではなく、教育

t'業に高い比重で削り・1てられたのも1+

徴的といえるだろう た人|には1899年(Rll

治 32)に 県立/rr岡中学校設置に伴い1斗|

銀されたが、十l ri生された/K兄教合は延

n女学校、延川高竿女学校と拡充され、

地lntにおける女J4教fドに多大の貢献を呆

たしたをまた、奨学とWヤ生の制度も設け

られ、進学支援は積極的に行われた。こ

うした内藤家の事業内容を1汗細に伝える

服告ユiや帳常の分析も、近代における延

llの発展を考えるうえで不 丁欠といえよう.

延同の様子を伝えた「京京文通控J

日平鉱山の鉱洋を混ぜた「からみ煉瓦」の塀 (亮天社 延 同高等女学校述の同官中学校)
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激動の陶薩器市場
赤津焼 (愛知県)の調査 ・研究からわかったこと

2006年 6月に1苅→々部 大 学:究i苛→々

り「究汗`1との連携 」「米として lr住された、

は統的工去古hのと地からi付印「を相いての

公けH特別講義における加|は裕亡氏 (赤汁

rlt)による報告から、近11のは統陶磁器

の流通 販 売をめぐる1火ルとの大きな変化

がり1らかになった

かつて、 1995、  96午 とに地実は調

査を
″
え地したことのある小,1焼 (愛知1県)

であったが、当HⅢもバブル経済ll l接後の

力1気後退局面において lt′たの伸び悩み

と‖子】Cのイく安が聞カツとたが、 199111度

の統i十で903に 「万 11、1998年 度の抗

f卜で587“ 万円あったHk,と何1が2005

年lkの統言|で200r「 万 1はで落ち込ん

だ放仲i・は、その 予想以 Lにな観的なも

のである!赤 汁焼が立地する宏和県瀬,f

市の生業は、古代のチ☆投禁における我が

Hでも最占の高火使llL jk陶器を発

イトとし、以降、 161!紀 の後‖とに

北H!九州でい,卜/1t イr i lltがfl興

するまでは、まさri l本の陶lvv史

の L役であった そ サ)後、lc張徳

川家の御111年を」llめ 高 度経済成

長用1においても「紋‖;JIチ〔瀬戸J

で 世 を瓜叫したその加1かしいは

統に比してのみせ】人の落ち込みをい

かに郁価すべきか、ツ年から本格

怖IIJしたブロジェクドごはそのホ津

ltをit初の研究対象とすることに

なった

米次ⅢⅢは 1企叫lr T tⅢケ tよ品経りと|による

流通システムの種格

ます ホ汁ltに出tらず令般的なalJ向と

して,子かび |とが,,たのは、流・lHlシステム

外 山  徹 (商品部Fl学芸賞)

の問題である.か つては、 メーカーから,【

地‖]屋が商品を1は人れ、消費iとPl,:に

コ|し、そこからri!【呼iはじめ小売のlPL場

に商品が供給されるハターンが確立して

いた.バ ブルホト済の巾1壊後に流通は対'り、

銀イFの不良偵椛処P世‖J題によってネヽ済情

勢が悪化した90年 代木より状況は忠く

なったと言われるが、hi初に洵i太された

のは消費地岡, でヽあった,消 費地問座の

役割は小売現lzJにおける欠品補充であり、

迅速な対応をするため大量の在庫を地え

ていたが、 lll l iが動かなくなるとそのダ

メージをまともに食らうことになる.い 1)1!

は不良在ⅢIを忘逝するが、必要な時に前

品が揃わないという忠術環に陥り、流通

|卜路の真ん中がスッホリと抜け落ちたよう

な】大ルとになった こうした状 LLは1995、

96年 段階ですでにJttl lされており、メー

カーと小売現場あるいは消費者との正核

取づが】子来の iil'tとなるだろうことが予,i

されていたが、それはまさしく的中するこ

とになった: このことは、マーケティング

赤津焼の富J烹食器 1織部フタもの)

愛知県瀬戸市赤津地EXIのやまい
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赤津焼の言J烹食器 (黄瀬戸どら鉢) 赤津焼の割京食器 (織部先付小鉢)

の方法として、従来| 販ヽしたことのない新

たな局面の到来を意味していた,

赤津焼の流通と1970年 代のやきもの

ブーム

「赤汁rjtJとぃぅ、通商産業大H(当

時)による此地指定にあたって付された愛

知県瀬戸市の中の1地 |スの名称を採った

呼称の知名度はないに年しい.安 除、ブ

ロジェクトにおけるmt内百貨店の店頂調

査の結果からは、ホ汁焼を探し出すこと

すら難しいという粘果が出た。それでは、

今からしばらく以前には、ネ対【/1tの東京

都内への流通はどうなっていたのだろう

か? む しろ、施釉投法の名称である「織

部」「黄瀬ブf」の方がl liりがよいⅢ実際、

今日で言う赤津焼が,f度経済成長期に首

都国の|「貨店に進出した際にはその名称

で扱われていた。

元来、|さ快徳川家の御用窯をⅢ心に、

茶陶の他には厨房靴杵類を生産してい

た赤津地区からは、 1920年 代半ば頓

から割烹食搭が全任1に!|1荷されるように

なったと言う.そ れまで、家F/1川食器と

言えば染付磁器の飯茶庇と小‖1にすぎな

かったものが、 1960年 代に入る頃には、

に1民生活のレベルも飛躍的に向 |とし、か

つては高級料理店のri有物であった器が

家庭用食体として受容されるようになっ

た。そのド1初に中心的なrt在であったの

が赤津焼であり、その時代には穴京の百

貨店向けの!町荷がひきもきらなかったと言

う。やがて他の産地が市場に参人するよ

うになり、結果的には初期の寡1li状態は

解消され、放ある産地の一つに落ち着く

ことになったと考えられる.

赤淳焼が家庭用食器の市場に進出1して

しばらく経つと、やきものブームの時代が

f」来する, 197011代 においては大子

山版社からそれぞれ 17派な陶磁器企集が

Ⅲl行され、また、安和1なムック本の特集

記事も数多く見られる 有 国の関係者に

よる人々的なキャンベーンの効果も指摘さ

れている ネト済成長が頂点に逆し、石油

ショックによってブレーキをかけられるコ寺

代であるが、環境破壊や公常茄の発生な

どに社会的li日が集まり、その反助として

1【rきよき日本の伝統文化が再評価された

時期とFiわれる.通 商産業省による伝統

昨業の保池振興が始まった時期でもあり、

また、各地のT去 品がもてはやされるよう

になった背景としてIH鉄のディスカバー

ジャ′ヽンク)キャンペーンが指1前されるなど、

現代文化におけるひとつの画丹|となる時

代として|いi平価がされる必要がある.

やきものブームの中でその主役を務めた

のは、磁器で言えば行卜Hの 「ヽ‖イT衛 FlJ

「鍋島Jであり殖利i陶器では「縦郎J「黄瀬

,ギ」「Ⅲl,,」「萩」であった力ヽ それらは

りほ山時代の茶陶を源流とし、企拘受的に中

田の影Alが指摘される日本胸磁史におい

て、すぐれて日本的な展開を見せた時代

を1映したものと言平和Fさオtて( るヽ.

今日における陶転器市場の変化

80年 代には、tlデよ食器を源流とする

和食器に場りが7「Lえ、
｀
多用途
"を
特性と

する新感党の需が市場に現れるが、引き

枕き堅 lHを維持し や がてバブル経済に

よって午前の好況を,受 することになっ

た。その大t出荷によって飽和朗人ほとなっ

た市場にバブル村独がげ[撃し、今度は未

宙有の不ルとを迎えることになる1 90年 代

以降のは統陶磁器業界の停滞に対しては、

まだまだ多様な分析が必要である。ます

かつてのi打度成長期においては安い労働

コストを十テ|に輸出lhiが競争力を持った

が、バブル経済をネヽて、状況は逆になった。

労働コストの上昇は,|:芸品の何H格を引

きLげ、よって、伝統陶磁器はそれ白体

高級商lrとなったのである。一方、中国

をはじめ海外から輸入される商品は、日1

産の機械工業製品を圧迫するとともに、

その低仙i格は陶弦器の値頃感に大きな影

響を与えたと指楠される。全般的な消費

力の低 ドにより、「やきものでもよい」と

いう需要を解消し、「やきものでなけれr到

というより少ない需要が残るのみとなった。

実はバブル経済期の仔況においては、前

者が伝統陶磁器需要の多くを有めていた

ことに侯t付かされる。 したがって、現在の

陶磁器市場はきわめて趣味性の高い、愛

府家による市場となっており、需要の総

体が著しく小さくなっていることは止むを

得ないことで、その状況をしっかりと認識

した企米のみが今後の生き残りの権利を

手にしていると言える。 また、インターネッ

トの普及をはじめとする情報メディアの活

用も重要なポイントとなるであろう。

産地規模が7t々大きくない赤淳焼に

とって死れば、その低調の原因は、経済

状況の思化というよりは、 自 らが持てる

付加価仲1を生かしきれないマーケティング

活動のllR調と言えるだろうc愛 女F家の市

場においては、むしろアドバンテージを持

つと思われる赤津rltの低迷は、新しい局

面におけるマーケティング活動の再構築の

必要を郷1実に示していると言える。

(参考文献)

ホ汁統 r ttl r同組合輛 「ホ,1焼伝統的 に芸品指定

赤Hilt i米協FHl和[介制立 卜五用111は念誌J(埋

知片tlht l磁株 L業防「1和t介 赤津焼 1米協同組合

1992)

に原義 54 航村崎峰 ド1橋昭★ 外 11統「は統的的

磁器の収,t岐時一水沖焼(■知的 をⅢ例に判 r明

治大ヤト1物館Fl究無ri」13 2 0 0 8 )

'卜山純 「で朴としての赤,1焼の受容過 セヽ流通機hll

に関わる1滑ドl題J(「 り1治大学博物館けi究報ⅢJ

14  2009)
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ン 収蔵軍

江戸時代は、日本の地TL学、測量術が大きな進展を送げた時

代で、江戸の終わり頃には、伊能忠敬が日本で初めての「1学的

実測地図である「大日本沿汚輿地全図Jを作製したことはあまりに

も有名です〕しかし、これまで伊能忠敬の功績や伊能図につい

て紹介される機会は多かったものの、 方 で,「戸時代の測上の

様子についてはあまり1よれられてきませんでした.

そこで、今回は江戸時代の測量の様子を1占いた、11節所蔵の

嘉水元(1848)年 作成「地方波1量之図Jと廼された錦絵を紹介し、

江戸時代の測量術に触れてみましょう。この錦絵の作成絵白いは

「応常 齢八十九歳 赳老人筆Jとノit下にあり、「赳老人Jとは号を

二十数度も変えた葛飾北斉最晩年の号です この錦絵作成のマ

年、北斎は'「戸浅草にて亡くなっていることから、当資料は北斎

最後の作品ともいわれ、現存掃iは非常に少ないとされています

では、絵の内容をみていくことにしましょう。絵の奥側に帝い

海がみえ、手前側になるにつれ小高くなっており、北斎は沿岸地

方を描いたようで汽 また、木々や野原、家屋が描かれたそこか

しこでは、右 Lの表題に「測量之図」とあるとおり、役人たちが

棒や様 な々器具を用いて土地測量を行っていまiそ して、興味

深いことにこれらの道只には、それぞれ名称が印J示されていまチ

つぎに、道具の役割に沿って、江戸時代の温1量の仕方をみてい

くことにしましょう.

ます この錦絵では、人のl―ほどもある細長い惟が立ってい

るのが日立ちまえ これは「f段標Jと呼ばれる測量打1助共で、長

さ一丈二、四尺(約4m)の4れに、先に向布をはたきのようにつけ、

まっすぐに立てることで711量の際の日F「として用いました, また、

現在の長定規といえる、長さ二問(約36mル )4均株「間刊 や、縄

に一定の長さをに目印をふった「水縄J「水札Jをメジャーのよう

に使用して距離を計測し、その計測値や各種事項を「野帳Jに

書き込んでいまえ そして、肝心のll l量器としては「小方lltJ「大

方俵Jを 11に用いていまチ この「小方儀J「大方lrt Jは、最化端

かつ特殊な器具であるにもかかわら拭 まるで,ヒ

斎が実際に調査したのではないかと思われるほ

ど、剤‖部まで対かれていまiで は、この「小方儀J

「大方俵」rまどのように使liされ、■時の技術で

は何を711量することができたのか、二つの器具を

拡大して紹介したいと思いまチ

まず、「小方ljt」は、地EDに突きⅢlし安定させて用いました.

そして、常に水平を維持する上部門総而に取り付けられた週1堂

穴から、は1のようrこ覗くことで沢1量クての的と測量対象物が重な

る1立置を探し、 111岳面iにある方位磁針をもとに対象物の方角を

知ることができたのでチ さらに、分度器と理遠鏡を取り付ける

などの更なる改良により誕iした「大方儀Jrま、方角に加えて対

象物の高き、距離を言卜測することができました.

さて、ここに紹介した測貴器具のうち、伊能忠敬が「大方僕J

を利用した記録はないものの、「小方lrtJと同じ機能をもつ「小方

位盤J、絵中その他の諸道具も使用していましたしつまり、この

飾絵は、錦絵が柿かれた30年以 L前の伊能忠敬による日本地

IXI作製作業の様子を大Rることができる資料でもあるので坑

では、こうした'サイH寺代の淑1量の様 rを忠実においたこの錦

絵は、どういった目的のために作成されたものなのでしょうか.

絵中左上に、鍋絵作成の目的が記されていま
一
え その文章によ

ると、この錦絵は、性奥盛岡請 ir梅村徳兵衛重得が、関流算

術の印Fである長谷川羊有街門弘と先代長谷川羊右衛門寛の測

最術がもたらした功績をたたえるとともrこ、大橋文■右衛円牧を

森壮助英明 |li原順左衛円忠止の3名が、このたび帥から地方

測量術免許を受けたことを1性に伝え、初心者への損1量術の子引

き、兄本となるため作Lkされたとありまチ つまり、この錦絵は

淑1量術を学ぶための導人書の役首」をしており、担l量器具に名称

がふられていたのは、測量の実際の様 十を学ぶための11大とし

て刑り人れられたからでした.

江戸時代において錦絵が呆たした情報伝達の役割が、)F常に

大きな存在であったことはここで言うまでもありません.そ の中

でも、この錦絵のように学術の伝指を目的として、これほどまで

和‖部にわたって析かれた資料は1夕しいといえるでしょう。この珍

しき、江戸時代肖時の導入書をもとに、現代人の我々が改めて

キんでいくことで、】に,i時代の測量の様 rがよりF14らかになって

ら 瓶房時代の測量術
「地方測量之図」の紹介から

小方儀 大方傷

卍老大害 (葛飾北斎)中 判錦給一枚 嘉 永元年 (収 蔵品番号 錦 給-650)

USEUlvt

t くヽことでしょう. (小野 孝 太郎)



平城宮の軒丸瓦
2010年2月、五研究者として知られる前場ヤ治(ぜんば ゆき

じ)氏 より、明治大学に多数の貴重な考古資料が寄贈されました。

それには5000点以上の五が含まれま坑 今回は、その五の中か

ら「平城官の軒丸五Jを 取りLt去 ご紹介したいと思いま丸

今年は平城京遷都から1300年目の年にあたり、これを記念し

て、当地奈良ではさまざまなイベントが催されていま丸 子城宮

の末律円や大極殿も復 /Lされており、ご覧になった方も多いか

もしれません。大極殿は、天皇のRP位や外国の使師との面会な

ど、大切な儀式が行われた施設ですが、この建物の屋根には約

9万 7千枚もの五が葺かれていま坑 大極殿、朱雀円のほかに、

当時は朝堂院 (政治施設)、内裏(天皇の住まい)、庭同(宴会施

設)な どの多数の施設があり、 さらに多くのよ[が用いられていま

した。

下の写真をご覧いただきましょう。2点とも平llk宮の軒九瓦(軒

先を飾る、文様のついた九二)で、道の花をあらわした文様がよ

く似ていま抗 しかし、よく見ていただくと、同りをめぐる点(珠文)

の数が異なり、その外側にあるぎざぎざの模様 (鉢歯文)や、化

びら(蓮弁)の感じも少し連いまえ 当時、五の文様は木製の型(Ft

摘)でつけていますが、平成官からは、軒九lLだけでも150種類

ほどの文様が確認されており、とてもよく似たものも多数ありま坑

なぜ、「そっくりさんJが たくさんあるのでしょうか.奈良時代

の五作りは、完全に手作業で坑 粘上を採り、砂を混ぜてこね、

型を用いて形作り、窯でrjtくとぃぅ行程すべて、機械ではなく人

の手で行いま
V売
古代の五作りの様子がわかる11「文書(F延喜式

木工寮』)からは、瓦作りの職人(瓦工)一人あたり、 日 に軒丸

五を23枚作るという決まりがあったことがわかります1ち なみに、

軒平瓦(軒先を飾る、文様のついた平瓦)の場合は28枚、丸瓦も

しくは平五の場合は90枚となっていま丸 子間のかかり具合を考

えて、作る枚数が決められていたようで汽

平城宮にはたくさんの建物があり、多くの瓦が用いられていた

ことは先に述べましたが、それを用意するのに、一日に数 |‐枚単

位の生産量では、いったいどれほどの日数がかかるでしょう。で

きる限り早く作らなければなりません。そのためには、五工の人

数を増やし、さらには製作道具も増やす必要がありますと瓦拍が

多数作られた背景には、このような状況があったのかもしれませ

ん。また、ひとつの建物に、大きく果なる文様の軒瓦が飾られる

のでは、兄映えがよくありません。「そっくりさん」力S作られたの

は、このためでしょうか。つまり、複数の瓦工が、異なる瓦施を

使って製作した4r瓦でも、よく似た文様であれば、属根に葺いた

時、美しい景観になるということで汽 多数の「そっくりさんJの

存在は、作業効率と美観を求めた結果と言えそうで坑

『延喜式 木 工寮』'ヨま、形作る瓦の枚数以外にも、瓦エー人

が一日に掘る粘上の量や、こねる粘上の畳およびその際に混ぜ

る砂の量、五 枚 を作る時に使う粘上の量、筆で五を焼く時に

必要とするrL工の人数や薪の畳、焼きlJデる五の枚数など、五作

りの各段階における細かい規定が記されていま坑 果たして、こ

の適りに実際のユ[作りが行われていたかどうかですが、ま拭 神

奈川県小川原市にある千代廃寺からは「石田(粘土)一斗加沙(砂)

人テ円 と書かれた平rLが出上していて、製作現場で粘上と砂の

配合比率が意識されていたことがわかりまするまた、藤原宮や平

成宮などから出上した五には、「十」や「ヨ といった漢数字が書

かれたものがあり、木仁宮からはlL工の名前がしるされた五が出

上していまチ これらは=人の瓦工の生産量を把握するためのも

のと考えられ、しっかりとした管理システムのもと、五工が作業

に従事していたことをうかがわせま抗 古代の五職人は、管理さ

れ、いい仕事を求められていたので坑 古の二人を思いながら、

古五を見るのもまた一興かもしれません。 (森本 尚 子)

SEUM
13



今春、明治大学博物館と市111大学人類学博物館との相互

交流の協定が交わされました。そこで、本誌では今後、学術

相互交流の様子を連載でお伝えしていく予定でチ

学術交流の第一弾として、7月31日には明治大学アカデミー

コモン2F特 設会場において、第1同学術シンポジウム「ホン

モノ/ニ セモノの論理一 「文化の真正性」と博物館資料判

を開催しました。

シンポジウムの基調講演では、矢島囲雄氏 (明治大学文学

部教授 学芸員養成課程)が 、博物館資料に対する「エセモノ」

「ホンモノJの 捉え方について再考の必要性を訴えました.

休憩を挟んだ午後からは、第一部の問題提起として潰田琢

司氏 (南山大学人文学部准教授)が 、モノの「価値Jに は析

らぎがあることを指摘し、事例報告として外山徹氏 (当館学芸

員)は 、当館商品部門の前身である商品陳列館における「伝

統的工芸品J収 集の経緯を報告し、「伝統工芸Jに まつわる

定義の問題について言及しました。

つづいて第二部では、黒沢沖i氏(1菊山大学人文学部准教授)

が、資料に対する「文化的英‖:性Jの 実態は、他者による

方的な「仮想規範Jに よるものだと問題提起しました.そ して、

忽那敬三氏 (当館学芸員)が 贋物の飼鉾を事例に挙げて、

贋物資料であっても見方を変えることにより、歴史資料として

評価できることを報告しました。

全体討論では、博物館でllkう資料が真正か否かではなく、

何を真正とするのかという博物館の視点を示すべきではない

かという意見が参加者から打せられるほど議論の高まりをみせ、

今後の課題も浮き彫りとなりました。

次回の学術交流は、2011年 1月、高山大学において行な

われる予定で抗

異形銅鉾を相げる忽那氏 (t●"報 告)

全体討論の様子

博物館併設の図書室に関することを紹介する
“
図書室から

'第
二弾。

今回は 10月9日からの特別展に関連して粕輸に関する図書を紹介します。

埴輪の人物像は目と口がぽつかり開いていて と ぼけているような表情が魅力の一つです。動物もさまざまな

種類がいて、見てる人を楽しませてくrlます。

10月 9日 から始まる特別展で公開される玉里舟塚古墳からも 多 く人物 動物埴輪が出土しました。馬や盾と

合体した人や、帽子をか8 つヽた人、冠をか8ミつた人、お化粧をしている人など様々な埴輪があります。

約 450年 間の古墳時代 埴 輪はどうして作られたのか 人 物 動 47/」値輪にはどんな種類があり、帽子や冠の人

はどんな身分で何をしているところなのでしょうか。写真と文章で、その謎の答えを知ることができる一冊です。

もちろん 玉 里局塚古損出上の埴輪も掲載されています。

この一冊を読んだ後に特別展を観たら、玉里舟塚古墳に葬られた王の姿が
る井正道 1995『人物 動 物はにわJ見えてくるかもしれません。
日本の実術 346至 文堂

関連資料:望月幹夫 1995『器財はにわ‖日本の美術 347至 文堂        請 求記号 「P705/1〃M
:三輪嘉六・宮本長二郎 1995‖家形はにわ]日 本の美術 348至 文堂   資 料 D i1200990556
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明治大学博物館入館者数の動き (2010年1月～6月:延べ人数)

月別入露者数

2004年 4)1以降の継人舶杵数緊計 360,887人

【

特別展来場者数内訳 開催日数 来場者数

1/15～ 2/ヽ4
全国大学史展

日本の大学―その設立と社会―
34日間 2504

3/3～ 4/25 新収蔵資料展 2010 54日 間 4097

5/28～ 7/19

こ と わ  さ ワーツレドヘようこそ
一時国昌瑞ことわさヨレクション

のすべて一
53日間 5079

1月～ 6月 延ぺ人数

図書室利用者 1938

講座受講者 519

「こ と  わ  ざ ヮールトヘようこそJ展 内覧会

【一般】

【小 中学校】

〔高等学校】

警察大学校特別捜査幹部研修所 (43名 )日 韓市民交流研究会 (45名 )ク ルーブハートtO Heart(47名)板 橋史談会 (40名 )社 団法人日

本セカンドライフ協会 (12名 )利 根町歩く会 (100名 )つ れつれ友の会 (34名 )東 アジアの古代文化を考える会 (30名 )江 戸東京再発見コ

ンツーシアム (15名 )江 東コミュニティカレッジ (27名 )ロ シア 東 ヨーロ″パ字術視察団 (45名 )茨 城県高萩市役所関係者 (15名 )桃 園

ことぶき会 (20名 )「クリオJの 会 (24名 )社 団法人新宿区シルバー人材センター庭園 名所をめぐる会 (25名 )文 京ち、るさと歴史館友の会 (50

名)ク ラブツーリズム株式会社カルチャー旅行センター「やさしい考古学入門議座J(11名 )グ ループタウンウォッチング (39ヽ名)

東京都あきる野市立一の谷小学校 6年 生 (39名 )神 奈川県川崎市立西生日中学校 (5名 )1目 島県いわき市立磐崎中学校 3年 生 (4名 )

宮城県石巻市立稲井中学校 3年 生 (4名 )

高如県立高知西高寺学校 1年 生 (42名 )キ ロ岡県立筑紫中央高等学校 2年 生 (45名 )和 洋九段女子高寺学校 (20名 )神 奈川県立光陵

高等学校 (70名 )千 葉県立茂原高寺学校 2年 生 (42名 )韓 国 仁 川外国語高等学校 2年 生 (7“名)神 奈川県立逗子高等学校 3年 竺 (37

名)学 習院女子中 高 等科史学部 (18名 )神 奈1県 立新城高等学校 2年 生 (30名 )湘 高工科大学附属高等学校 (6 名ヽ)千 葉県立千葉

南高等学校 (38名 )神 奈川県立横浜高陵高等学校 (30名 )千 葉明徳高寺学校 1年 生 (40名 )栃 木県立栃木翔南高等学校 2年 生 (40名 )

神奈川県立秦野高等学校 (107名 )埼 玉県立熊谷西高等学校 (1 1ヽ名 )品 川エトワール女子高寺学校 2年 生 (26名 )千 葉県立松戸六実高

等学校 3年 生 (8名 )成 明学国高寺学校 (13名 )長 野県赤穂高寺学校 2年 生 (40名 )千 葉県立l「I橋西高尊学校 2年 生 (50名 )

車円学校ESPミ ュージカルアカテミーギタークラフト研究科 (19名 )外 語ビジネス専門学校 (28名 )明 治大学国際教育事務室 (200名 )東

洋学園大学人間と犯罪セミI Ⅱ t25名 )

〔大学 大学院
専門学校】

ミュージアムショップ「エムツー」で販売しているグッズを紹介するこのコ
ーナー。本号ではマグカツプをご紹介します。

白い無地のマグカッブ アクセントとして liイ世iが,「き!||ているのがポ

イントです 小 ぶりのマグカゥブですので、デスクの Lにおいても加!唯

になりません マ イカッフに L旧マクカソフヽ ちょっと人と米をつけた

いあなたにオススメです

セット販,たもイFっております お女逆とおよ前いで1とうのもいいかも1?

ギフトrこもit道な商品ですよ

2010年 1月 ～フ月までのミュージアムグッス売り上げランキンク

ボールベン(土偶)

クリアフアイル(考古)

ボールベン(アイアン)
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2000年 4月 に発足、今年で 11年 日。現在のメン

バーイま17人 .水 出稲作の伝来から邪馬台国までを

守備範囲とし、
“
楽しみながら効ヤLを学ぶ

"が
モット

ー。読んで学び、聞いて学び、見て学ぶことを実戯.

テキスト講読会からフィール ドワークまでを駆使し

て、弥生の理論、追跡、遺物に触れている。

「読んで学ぶ」

毎月1口|、博物館の会議室でテキスト (現在は 「,小

生時代の考古
か
ン」を使用)に 基づき、順番に報↑iを

担当し、それぞれ自由かつ大沖!な発想の意見を述べ、

侃侃譜謂の楽しい雰囲気。

「聞いて学ぶJ

新しい企画。弥生研究の トップクラスの先生の話

を聞き交流しようというのが十旨。今年は石川|1出

志教授にお願いし、7月 に 「YfL文から弥生へ」をテ
ーマに講演をしていただいたし耐演会は公開にした

ら120人の参加者の大盛況,我 々は、講演後、先生

と恐親会をもち、自由な意見交換で先生からは、キ悔

演会では聞かれない秘HTHもお聞きし大満足であった.

弥生文化研究会一楽しみながら弥生を学ぶ !一

「見て学ぶ」

O毎 年中i例の2泊 3

日の遺跡巡り。今

年は5)1に兵厚県

南部の3小生時代遺

跡を解高200mの

高地Ⅲに集落 (会下

山追跡)や 弥生から占墳時代をつなぐ墳丘墓 (有

年原 |1中遺跡)な どを見て、一同は感動。見て

こそ学べることを実感した。

010月 は石川教授のご家内で、日帰りで近辺の弥生

時代遺跡と博物館巡りを計画している。これも新

たな感SIJと、石川先■との懇親も楽しみである。

①
“
印J大博物館の弥生時代の遣物を制覇しよう

"と

いう企画を考え、来年 3月 には忽ガ「学芸員に、過

去り1泊大学が発掘調査した弥生遺物のうち第 1回

として 「弥生前期 中 肘1の上器Jの 実物観察と解

説会を予定している.

バラエティーをもった1打究会活al」で、各イベント

も全員で分担して楽しみながら、和気あいあいと研

究会活動をしている。 (磯辺 隆 信)

【友の会 分 科会紹介】
・古文書を範む会   ・ 平成内藤家文書研究会
・弥生文化研究会   ,工 芸の会
石器文化研究会   ・ 車生水の会
,古文書の基礎を学ぶ会

【明治大学博物館友の会 連 絡先】

〒 1018301 東 京都千代旧区神田駿河台 1-1

明治大学陣物館 友 の会究

メールアドレス meihakutomOnokaiCayah00 co jP

米博物館Ⅲ務宅に、友の会の‖1 占ヽは常駐しておりません.
連絡は必ずハガキまたはメールでお願いします―

縞年後記:企画展「付“場十市五ヨレクシコンJ
は4ページにわたりt fttltt特集を無1みました

お運び下さいt(お)

がAf言子のうちにキ(r致 しました そ して 10,1からの2010年'ど付"1獲「二の埴輪」に先駆け 今 号で

お読みいただと"Hいをもっていただけましたら 実障のltF怖たちに会いに明治大ヤト,T●舶まで是井足を

⊂∽御呼将」じ
い
０
一
〇

会下山遣跡にて

【博物館案内】
・‐開館時間
10'00～ 1フ100(入 館 16130ま で)
務休館日

夏期休業日 (3/10～ 8/16)

冬期休業日 (12/26～ 1/フ)
8月 の上 日 に臨時休館があります。
※開館時ド町 体 hイⅢにと変更の場イiがあります

“観覧料

常設展無料。

特別展は有料の場合があります。

【図書室こ利用案内】
'開 室時間

月～土  ]0!00～ ]6i30

や閉室日

日曜 祝 日 大 学が定める休日
米図書■はどなたでもご利)1いただけます
※蔵書は】て帥lFd tt EJビーのみとなりますので
ご r 承 くだ さぃ


